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企画提案の募集に関する
′ム
｀
示

令和5年 5月 2日
四国運輸局 交通政策部 交通企画課長 木村 圭佑

次のとおり、企画提案書の提出を招請します。

業務概要

(1)業務名

四国運輸局管内の自治体における交通政策等に関する調査

(2)業務内容  「説明書」による

(3)履行期限 令不□6年 3月 22日 (金 )

2.企画競争参加資格要件

(1)予算決算及び会計令 (昭和22年勅令第 165号)第70条及び第71条の規定に該当しない

者であること。

(2)令和04・ 05・ 06年度国土交通省競争参加資格 (全省庁統一資格)「役務の提供等」のう

ち、「A」 から「D」 の等級に格付けされ、四国地域の競争参加資格を有する者であること。

(3)四国運輸局長から指名停止を受けている期間中でないこと。

(4)警察当局から、暴力国員が実質的に経営を支配する者又はこれに準する者として、国上交通省

公共事業等からの排除要請があり、当該状態が継続している者でないこと。

(5)その他請負業務の実施に嚇要となる措置を適切に遂行できる体制を有していること。

3.手続等

(1)担当部局
〒760-0019 香川県高松市サンポート3-33高松サンポート合同庁合南館4F

四国運輸局 交通政策き8交通企画課

電話 087-302-6725 フアクシミリ 087-802-6723
メールアドレス fし,itO― h62i9◎ miに.go.jp

(2)説明書δ交付期間、場所及び方法

令不□5年 5月 2日 (火)から令5年 6月 2日 (金)まで。

(1)において、書面またはメールにて交付

(3)企画提案書の作成及び提出方法

・書類の規格

A4版を基本とする。 (一音8書類については、A3版も折込みにて可)

・ 企画提案書に記載すべき事項は、極力具体的に示し、旦つ、可能な限り簡素化することとし、

「 (5)提案書を特定するための評価基準」と提案内容の関係が明確に判断できるようにするも

のとする。                ′

・ 2.(2)の 資格要件に適合することを証する書類 (写)を添付すること。

・ 提出期限

令不□5年 6月 2日 (金)17時 OO分
・提出方法

(1)に持参するか又は郵送 (書留郵便で期限内跡香)すること。

・ 提出部数  5者 B

(4)企画提案に関するヒアリングの有無、日時及び場所

ヒアリングを実施する場合は、別途連絡する。

(5)提案書を特定するための評価基準

別添参照



(6)提案書の提出に際し、不明な点がある場合の質問

・受付方法

書面持参、 (1)担当部局のメールアドレスヘ送信。 (様式は任意)

・受付窓□

(1)担当部局
・ 受付期間

四国運輸局 HPへ掲載後から提出期限まで

・ 回笞方法

回答は、その都度電子メールにて行う。

※なお、他の応募者からの提案書提出状況に関する質問、積算に関する内容、評価基準の配点等

の質問は受け付けない。

4.支払条件及び概算ラ算額

(1)支払条件

本業務完了後、検査職員により業務完了検査を行い、合格後、適法な請求書を受理してから

30日以内に、債権者の取ヨ1銀行□座へ契約金額を振込むものとする。

(2)概算予定額
550万円以下 (消費税及び地方消費税相当額を含む)

5。 その他

(1)手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。

(2)企画提案書の作成及び提出に要する費用は、企画提案者倶」の負担とする。

(3)提出期限までに実施音B局に到達しなかつた提案書は、いかなる理由書をもっても特定されない。

(4)提案書の差し替え及び再提出は、原貝」認めないこととする。なお、特定後においても提案書の

記載内容の変更は、原則認めないこととする。

(5)提出された提案書は、当該提案者に無断で2次的な使用は行わないと

(6)提案書を特定した場合は、当該提案書を提出した応募者に対しその旨を書面で通知する。提案

書を特定しなかつた応募者に対して、当該提案書を特定しなかつた旨及び特定しなかつた理由を

書面により通知するものとする。

(7)特定しなかつた提案書は応募者に返却する。なお、返却を希望しない提案者は、その旨提案書

を提出する際に申し出ること。

(8)提案書に虚偽の記載を行つた場合は、当該提案書を無効にするとともに、記載を行つた応募

者に対して指名停止を行うことがある。

(9)特定した提案内容については、国等の行政機関の1情報
′ム`開法に基づき、開示請求があつた場

合、あらかじめ「開示」を予定している書類とする。

(10)提案が特定された者は、企画競争の実施の結果、最適な者として特定したものであるが、 会

計法令に基づく契約手続の完了までは、国との契約関係を生じるものではない。

(11)契約書の作成を嚇要とする。



別  添

企画提案書の評価基準

企画提案書は、次に掲げる事項により評価・特定する。

1.企画提案書を特定する評価基準

(1)業務内容の理解度

調査目的、業務内容について十分に理解していること心

(2)提案内容の優良性

提案内容に具体性、妥当性、実現可能性を伴い、優れていること。

(3)提案内容の独創性

独自の発想に基づく提案内容が含まれていること。

(4)業務遂行の安定性

実施体制 (人員、経験等明記)、 実施スケジュール等の業務環境が、請負業務を安

定的に遂行できるものであること。

(5)経費の妥当性

業務内容に見合った適切な経費であること。 (「概算見積内訳」を提案書に明記す

ること。)

(6)経験及び専門的矢□識

応募者に業務を遂行するための同種又は類似業務の実績があり、配置ラ定技術者

が懲要十分な専門的知識を有すること。

2.特定方法

(1)委員が、企画提案書ごとに評価基準各項目について 1点から10点までの点数を

記入する。

(2)上記評価基準項目中、 (1)、 (2)、 (6)については、その重要度を考慮 し、

委員記入の点数を2倍する。

(3)女性活躍の前提となるワーク・ライフ・バランス等の実王見に向けた取組を進める

ため、以下の認定を受けているワエク・ライフ・バランス等推進企業については、

最大5%加点評価する。

①女性活躍推進法に基づく認定 (えるぼし、プラチナえるぼし認定企業)

②次世代法に基づく認定 (く るみん・プラチすくるみん・ トライくるみん認定企



業)

③若者雇用促進法に基づく認定 (ユースエール認定企業)

(4)上記 (3)の認定を確認するため、提案書に併せ別添様式1にてワーク・ライフ・

メヾランス等の推進に関する指標の適合状況を提出すること。なお、認定通知書の写

し又は行動計画届出書の写しを添付すること。

(5)委員の評価点数の合計が最も高い企画提案書を採用する。ただし、当該合計を評

価を行つた委員の人数で除した平均点数が54点に満たない場合は採用しない。

(6)評価合計が果も高い企画提案書の提出者が複数ある場合は、委員長の決するとこ

ろによる。

3.契約相手方の特定

採用された企画提案書を廠募 した者が、契約の相手方として特定される。



(別添様式 1)

ワーク・ライフ 。バランス等の推進に関する指標について適合状況

※ 1～ 3の全項目について、該当するものにOを付けること。

※ それぞれ、該当することを証明する書類 (認定通知書の写し。一般事業主行動計画策定 。変更届

(都道府県労働局の受領印付)の写し)を添付すること。

※ 「ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する外国法人の確認事務取扱要綱」第 2条に規定する

同要綱の対象となる外国法人については、それぞれ、該当することを証明する書類 (内 閣府男女

共同参画局長による認定等相当確認通知書の写し)を添付すること。

1. 女性 の職 活 にお l十 る活 腰の雑准 こ閏す る 基づ く認 市

○ プラチナえるばしの認定を取得 している。

【 該当 ・ 該当しない 】

○ えるばし3段階目の認定を取得しており、かつ、「評価項目3:労働時間等の働き

方」の基準を満たしている。

【 該当 ・ 該当しない 】

○ えるばし2段階目の認定を取得しており、かつ、「評価項目3:労働時間等の働き

方」の基準を満たしている。

【 該当 。 該当しない 】

〇 えるばし1段階 日の認定を取得 してお り、かつ、「評価項 目3:労働時間の働き

方」の基準を満たしている。

【 該当 ・ 該当しない 】

○ 一般事業主行動計画 (計画期間が満了 していないものに限る。)を策定・届出をし

てお り、かつ、常時雇用する労働者が 100人以下である。

【 該当 ・ 該当しない 】

2.次世代育成支援対策推進法に基づく認定

○ 「プラチナくるみん認定」を取得している。

【 該当 ・ 該当しない 】

○ 「くるみん認定」(令和4年 4月 1日 以降の基準)を取得している。

【 該当 ・ 該当しない 】

○ 「くるみん認定」(平成 29年 4月 1日 ～令和3年 3月 31日 までの基準)を取得

してヤヽる。
【 該当 ・ 該当しない 】

○ 「トライくるみん認定」を取得している。

【 該当 ・ 該当しない 】

O 「くるみん認定」(平成 29年 3月 31日 までの基準)を取得している。

【 該当 ・ 該当しない 】



3.若者雇用 法 こ基づ く認 惹

○ 「ユースエール認定」を取得 している。

【 該当 ・ 該当しない 】


